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認
定
こ
ど
も
園
「
さ
と
み
こ

ど
も
園
」
の
開
園
式
が
、
多
く

の
方
に
祝
福
さ
れ
る
中
、
行
わ

れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
年
長

児
に
よ
る
園
歌
の
披
露
も
あ
り
、

出
席
者
た
ち
を
笑
顔
に
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
市
長
が
保
護

者
に
対
し
「
里
美
で
一
緒
に
子

育
て
し
よ
う
と
呼
び
掛
け
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
の
中
で
述

べ
ま
し
た
。

　
特
徴
は

こ
の
認
定
こ
ど
も
園
は
、
幼

稚
園
的
機
能
と
保
育
園
的
機
能

を
併
せ
持
っ
た
も
の
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
就
学
前
の
子
ど
も

の
教
育
・
保
育
を
一
体
と
し
て

と
ら
え
、
一
貫
し
て
提
供
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
集
団

生
活
や
異
年
齢
交
流
の
体
験
に

必
要
な
規
模
を
確
保
す
る
こ
と

で
、
心
身
共
に
健
や
か
な
成
長

を
助
け
ま
す
。

ま
た
、
保
護
者
の
就
労
状
況

が
変
わ
っ
た
場
合
で
も
、
転
園

認定こども園さとみこども園開園・県立常陸太田特別支援学校全面開校

新しい出会いと交流
今年 4 月 8 日、さとみこども園が開園するとともに、県立常陸太田特別支援学校の中学部と高等部も開校。
子どもたちの通園・通学などの負担軽減を利点として、新しい一歩を踏み出した 2 つの施設を紹介します。

さ
と
み
こ
ど
も
園

す
る
こ
と
が
な
く
、
子
供
が
慣

れ
た
施
設
を
継
続
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は

　

里
美
小
や
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
と
の
交
流
、
地
域
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
の
ほ
か
、
四
季

の
自
然
を
体
験
し
て
い
く
な
ど
、

健
康
・
安
全
で
情
緒
の
安
定
し

た
生
活
が
で
き
る
環
境
を
整
え
、

自
己
発
揮
で
き
る
育
成
に
努
め

ま
す
。めざす園児像は

○よく考えるがんばる子
○思いやりのある子
○のびのび明るく元気な子

相澤園長相澤園長相澤園長相澤園長

幼 稚 園

就学前の教育・保育を一体として捉え、
一貫して提供する枠組み

認定こども園

保 育 園

機能
付加

機能
付加

就学前の子どもに
幼児教育・保育を提供

地域における
子育て支援

保護者が働いている、い
ないにかかわらず受け入
れて、教育・保育を一体
的に実施

●幼児教育
●３歳～就学前の子ども

●保育
●０歳～就学前の保育
　が必要な子ども

すべての子育て家庭を
対象に、子育て不安に
対応した相談活動や、
親子の集いの場の提供
などを実施
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 特集　新しい出会いと交流

常陸太田特別支援学校
中川　深　校長

校
長
先
生
に
聞
き
ま
し
た

■
入
学
式

4
月
8
日
、
県
立
常
陸
太
田
特
別
支
援
学

校
の
中
学
部
、
高
等
部
を
含
め
た
全
面
開
校

後
、
初
め
て
の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
徒
、
保
護
者
、
教
職
員
、
地
域
の
方
な
ど

約
３
０
0
人
が
出
席
。
校
庭
に
咲
く
瑞
桜
が

祝
福
す
る
な
か
、
小
学
部
か
ら
高
等
部
ま
で

の
新
1
年
生
が
元
気
よ
く
入
場
し
ま
し
た
。

式
典
で
中
川
校
長
は
、生
徒
に
向
け
て「
瑞

桜
に
負
け
な
い
美
し
い
花
を
咲
か
せ
ら
れ
る

よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
先
生
と
友
達
、
家

族
、
地
域
の
方
々
と
い
つ
で
も
だ
れ
と
で
も

笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
そ
の
後
、
生
徒
代
表
の
高
等
部
1
年

安
掛
良
子
さ
ん
か
ら
誓
い
の
言
葉
を
受
け
取

り
ま
し
た
。

�
学
校
の
特
色
は
？

　

施
設
内
は
、
バ
ス
を
下
車
し
た
瞬
間
か
ら

バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
な
っ
て
い
て
、
車
イ
ス
の

方
で
も
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
。
将

来
的
に
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
訓
練
室
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
小

学
部
、
中
学
部
の
校
舎
か
ら
は
瑞
桜
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

児
童
・
生
徒
の
登
下
校
は
？

　

基
本
的
に
は
、
バ
ス
で
の
通
学
で
す
。
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
5
台
運
行
し
、
学
校
敷
地
内

の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
利
用
し
ま
す
。

市
内
の
学
校
と
の
連
携
は
？

　

セ
ン
タ
ー
的
機
能
の
充
実
を
め
ざ
し
た
学

校
で
す
。
特
別
支
援
教
育
の
専
門
性
を
生
か

し
、
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
連
携
を
図
り
な

が
ら
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　生徒代表から誓いの言葉を受け取る中川校長

　学校・地域のシンボル「瑞桜」も健在
背もたれが付くなど、障がい者に配慮した作
りのトイレ

自立するための訓練室。アパートなどでの 1 人暮らしを想定している

常
陸
太
田
特
別
支
援
学
校

✿

バスターミナルには大型バスが並ぶ

バスターミナルから昇降口までのスロープ。
ここから瑞桜を近くに見ることができる
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太
田
地
区

宮
本
町

竹
澤
正
則

内
堀
町

秋
山
敬
一

中
城
町

室
井
保
二

栄
町

小
倉
敏
行

東
一
町

野
邉
英
夫

塙
町

井
坂　

晴

金
井
町

白
土　

龍

東
二
町

大
須
賀
克　

東
三
町

鍋
屋
繁
範

木
崎
一
町

石
井
勝
三

木
崎
二
町

長
澤　

宏

山
下
町

生
田
目
千
惠
子

西
三
町

　
池
保
裕

西
二
町

和
田
清
美

西
一
町

菊
池　

均

寿
町

萩
野
昌
夫

まちづくりや暮らしの向上にご尽力いただく

機
初
地
区

幡
町

稲
田　

滿

四
季
の
丘

は
た
そ
め

皆
川
和
彦

三
才
町

岡
﨑
弘
行

西
宮
町

大
高
健
次

田
渡
町

城
石
恒
明

長
谷
町

武
子
伸
一

高
貫
町

金
川
政
雄

幸
久
地
区

上
河
合
町

宇
野
英
夫

下
河
合
町

萩
庭
清
久

藤
田
町

萩
谷
輝
夫

粟
原
町

宇
野    
均

島
町

大
内　

昭

誉
田
地
区

馬
場
町
上

森　

右
博

馬
場
町
下

小
林
宏
平

馬
場
町
真
渕

金
田
健
志

新
宿
町
上

佐
藤
達
也

新
宿
町
下

高
木
憲
一

増
井
町

黒
羽
弘
晟

下
大
門
町
一

榊　

勝
雄

下
大
門
町
二

大
和
田
隆

上
大
門
町
一

黒
羽
一
行

上
大
門
町
二

金
澤
勇
次

佐
都
地
区

里
野
宮
町

新
妻
茂
男

白
羽
町

渡
邉
正
行

茅
根
町

柴
田　

稔

常
福
地
町

石
川　

猛

春
友
町

増
子　

修

世
矢
地
区

小
目
町

檜
山
純
一

亀
作
町

立
原
邦
雄

真
弓
町

竹
内　

賢

  
真
弓
町

真
弓
ヶ
丘
団
地

小
林
良
一

大
森
町

髙
橋
信
昭

河
内
地
区

町
屋
町

小
山
正
臣

町
屋
町
北

井
坂
邦
彦

西
河
内
下
町

大
須
賀
克
人

西
河
内
中
町

片
根
一
男

西
河
内
上
町

豊
田
捷
司

久
米
地
区

久
米
町

坂
内
順
一

薬
谷
町

永
田　

清

大
里
町
１

鈴
木
定
夫

大
里
町
２

圷　
　

誠

大
平
町

斉
藤
公
男

玉
造
町

秋
山
則
男

郡
戸
地
区

花
房
町

小    

壽
嗣

新
地
町

後
藤
和
夫

松
栄
町

綿
引
義
明

中
野
町

塙　
　

勉

小
島
町

会
沢
栄
一

金
郷
地
区

高
柿
町

黒
羽　

清

大
方
町

斎
藤
隆
夫

竹
合
町

堆　

勝
一

箕
町

岩
間
正
一

下
利
員
町

生
天
目
操

中
利
員
町

野
田　

篤

千
寿
町

櫻
井　

進

岩
手
町

立
原　

次

金
砂
地
区

上
利
員
町

椎
名　

清

下
宮
河
内
町

根
本
一
男

赤
土
町

海
老
根
章

上
宮
河
内
町

金
田
文
夫

山
田
地
区

松
平
町

五
十
嵐
初
男

和
田
町

和
田
哲
夫

東
連
地
町

内
田
政
善

棚
谷
町

鈴
木　

仁

国
安
町

益
子
長
生

染
和
田
地
区

和
久
町

小
林　

平

町
田
町

川
上
明
文

西
染
町

石
澤
正
雄

中
染
町
中
南

大
高
春
男

中
染
町
中
東

関　
　

浩

中
染
町
中
西

菊
池
正
壽

東
染
町

吉
澤
武
康

天
下
野
地
区

天
下
野
町
一
区

菊
池
敏
和

天
下
野
町
二
区

根
本
光
則

天
下
野
町
三
区

吉
田　

愛

天
下
野
町
四
区

茅
根
覚
次

天
下
野
町
五
区

會
澤　

聡

天
下
野
町
六
区

石
川
政
義

高
倉
地
区

下
高
倉
町
第
１

井
上
佳
之

下
高
倉
町
第
２

益
子　

叶

上
高
倉
町
第
１

井
上
洋
佑

上
高
倉
町
第
２

増
子　

徹

小
里
地
区

里
川
町

佐
藤
俊
之

徳
田
町

大
森
康
多

小
妻
町

豊
田
洋
子

小
中
町

井
坂
勝
安

大
中
町

才
丸
一
美

大
中
町
白
幡
台

井
野
宮
勤

賀
美
地
区

折
橋
町

弓
野
征
司

小
菅
町

中
野　

強

上
深
荻
大
菅
町

鈴
木
敏
一

内
田
町
中

川
﨑
一
廣

内
田
町
下

高
野
俊
郎

落
合
町

掛
札
皓
司

堅
磐
町

大
江
秀
夫

上
土
木
内
町

根
本
峯
夫

沢
目
町

根
本　

肇

瑞
竜
町
一

西
野
𠀋
司

瑞
竜
町
二

大
和
田
進
一

芦
間
町

木
村
忠
男

西
小
沢
地
区

岡
田
町

中
村
正
人

小
沢
町

山
本　

彰

内
田
町
上

小
林
博
文

佐
竹
地
区

磯
部
町

川
﨑
興
靖

谷
河
原
町

篠
原
勝
幸

天
神
林
町

土
田
惣
一

佐
竹
南
台

高
木
喜
和

稲
木
町

小
林
和
博

町
会
長
の
皆
さ
ん
を

                    

紹
介
し
ま
す

問�

市
民
協
働
推
進
課
（
内
線
２
１
８
）

　

金
砂
郷
地
域
振
興
課 

☎
76-

２
１
１
１

　

水
府
地
域
振
興
課 

☎
85-

１
１
１
１

　

里
美
地
域
振
興
課 

☎
82-

２
１
１
１

［
敬
称
略
］
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✿おめでとうございます

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

で
優
秀
賞

3
月
24
日
、
首
相
官
邸
で
行
わ
れ
た

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
「
世
界
に
届
け
た

い
日
本
」
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
（
ス
マ

ホ
部
門
）
で
、
髙
島
巌
さ
ん
が
優
秀
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
功
労
者
消
防
庁

長
官
表
彰

3
月
9
日
、
坂
倉
一
夫
さ
ん
が
消
防

功
労
者
消
防
庁
長
官
表
彰
永
年
勤
続
功

労
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
永

年
に
わ
た
り
、
消
防
団
員
と
し
て
災
害

現
場
で
活
躍
し
、
市
民
の
生
命
、
財
産

を
守
る
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

坂倉一夫さん（幡町）

T ＯＰＩＣＳCity events Hitachiota

ひ
た
ち
お
お
た
さ
く

ら
ま
つ
り

4
月
上
旬
～
13
日
、「
ひ
た
ち

お
お
た
さ
く
ら
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
、
西
金
砂
湯
け
む
り
の
郷

を
は
じ
め
、
市
内
各
地
で
多
く

の
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

な
か
で
も
西
山
公
園
で
は
、
約

１
５
０
０
本
の
桜
が
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
、
夜
空
の
下
、
美
し
く
幻

想
的
な
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

受賞作品は
こちら→

✿ ✿瑞
宝
双
光
章

安藤四郎 氏（金井町）

元誉田小校長。永年にわたり
教育の発展に尽力された。

瑞
宝
双
光
章

加藤昭平 氏（金井町）

元岩手県立山田病院事務局長。
永年にわたり地域医療の発展
に尽力された。

叙
勲
叙
勲

✿ ✿✿
✿

春
の
全
国
交
通
安
全

運
動4

月
6
日
、
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

国
道
３
４
９
号
金
井
町
東
交
差

点
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
、
4
月
6
日
か
ら
15

日
ま
で
の
10
日
間
に
わ
た
っ
て
実

施
さ
れ
た
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
に
あ
わ
せ
て
開
催
。
佐
竹
高
校

野
球
部
の
生
徒
や
小
さ
い
お
子
さ

ん
な
ど
84
人
が
参
加
し
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
チ
ラ
シ
や
反
射
材
な
ど
を

配
付
し
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

88
歳
の
方
を
対
象
と
し
た
「
高
齢

者
叙
勲
」
に
お
い
て
、
本
市
か
ら
安

藤
四
郎
さ
ん
、
加
藤
昭
平
さ
ん
が
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

高校球児や小さい子も交通安全の呼びかけ

ライトアップされた夜桜が浮か
び上がる

おひさまの下で花見

髙島巌さん（大中町）
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１

２

３

４

５

10
８

７

9

6

11

13
12

14

▲ 妙見山▲ 花立山

▲ 三鈷室山

太田県立自然公園

◎ 常陸太田市役所

常磐自動車道特別保護地区

◉ 県北県民センター

▲ 鍋足山

日立南太田IC
水
郡
線

JR

▲ 妙見山▲ 花立山

▲ 三鈷室山

太田県立自然公園

◎ 常陸太田市役所

常磐自動車道特別保護地区

◉ 県北県民センター

▲ 鍋足山

461

293

349

349

日立南太田IC
水
郡
線

JR

久慈川

日立市

大子町

福島県

常陸大宮市

那珂市

高萩市

市では農作物保護のため、イノシシ等の有害鳥獣による被害が発生している地域を重点に市内全域において、下
記の日程で有害鳥獣捕獲を予定しています。銃による巻き狩りや捕獲のためのわなが設置されますので、山林やそ
の付近に近づく際は十分に気をつけてください。なお、イノシシ等による農作物の被害を受けている方は町会長を
とおしてご相談ください。町会長の依頼により市捕獲隊が捕獲を行います。

平成28年度　有害鳥獣捕獲の計画について

◇実施期間

鳥獣保護区

番号 名称 面積（ha）

① 小里 520

② 大中 320

③ 大菅 325

④ 竜神峡 293

⑤ 五里平 230

⑥ 太田西山 1,490

⑦ 太田西山特別保護地区 14

⑧ 親沢 137

特定猟具使用禁止区域（銃）

番号 名称 面積（ha）

⑨ 増井 350

⑩ 機初 965

⑪ 佐竹 546

⑫ 堅磐 186

⑬ 粟原 62

⑭ 世矢 389

問農政課農林振興係（内線 612）
　金砂郷地域振興課（☎ 76‐2117）
　水府地域振興課（☎ 85‐1116）
　里美地域振興課（☎ 82‐2111）

◇実施場所

銃器

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

罠

4.23 ～ 5.22

4.23 ～ 6.14 6.15 ～ 8.26 8.27 ～ 9.25 9.26 ～ 11.8 2.19 ～ 3.20※

狩猟期間（11/15 ～ 3/31）

※鳥獣保護区（特別保護地区を除く）のみ実施

8.13 ～
8.26 8.27 ～ 9.25 9.26 ～ 10.25 2.19 ～ 3.20※
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申��問農政課農林振興係（内線 612）／金砂郷地域振興課（☎ 76‐2117）／水府地域振興課（☎ 85‐1116）／
里美地域振興課（☎ 82‐2111）

「電気さく」とは？
イノシシやハクビシン等による農作物の侵入被害を防止するために、田畑などの周囲に設置する高圧電流による

「さく」のことです。設置する際は、人に対する危険防止のため以下の基準を満たすことが電気事業法で義務付け
られています。また、市では農作物の被害防止のため電気さく等の設置費用への助成も行っていますので、気軽に
相談してください。

＊ 茨城北農業共済組合にも獣害防止対策補助金制度があります。詳しくは、茨城北農業共済事務組合にお問い合わせくだ

さい（木崎二町 1733‐1 ／☎ 72‐6227）

電気さくの設置は正しく行いましょう

40cm

20cm

ポイント
高さは 20cmと 40 ㎝にし、段差
がある所は隙間ができないように
しましょう！
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市内には優れた農林水産物や加工品などが数多
くあります。その中から市の特産品認証制度で
認証された特産品を紹介していきます。
　　　　　　　問�市特産品推進協議会事務局
　　　　　　　　（販売流通対策課　内線 662）

made in
 Hitachiota

逸品
　『極みの金砂郷』は金砂郷地区産の常陸秋そ
ばを 100％使ったそば焼酎。40年来の夢を実
現させた逸品です。長野県のそば店で店主か
ら「金砂郷のそばは日本一だ」という話を聞
いてから生産に取り掛かりましたが、原料で
あるそばの確保や価格の問題があり頓

とん ざ

挫して
いました。しかし、ＪＡの協力で生産に必要
な一定の数量を確保できたことや、新たな蒸
留器を導入したことで生産できるようになり

○�規格・価格：
　▽ 720ml　1,650 円
　▽ 1.8L�  ��2,963 円
○種類：単式蒸留焼酎（乙類）
○その他：数量限定
○製造場所：�（資）剛烈冨永

酒造店（大里
町 3401）

　　　　　　☎ 76-2007

　　極
きわ

みの金砂郷

このお酒で地元を有名にした
いと語る富永社長

材料にあわせた蒸留器

特産品として認証された商品
には、この認証マークを表示
し、PRを行っています。詳
しくはこちら→

市特産品認証マーク

　焼酎は原料の味がそのまま出るお酒。水も 3本
の自家用井戸から取水したものを使っています。
自社店舗や通信販売などで購入できます。数量は
原料に比例するため限られてしまいますが、芳醇
な香りの貴重なそば焼酎をぜひお楽しみください。

ました。

  文化課エコミュージアム推進室　☎72‐3201

道の駅直売所出荷者協議会が設立
されました

≪協議会長　前澤孝一さん≫
　出荷者協議会は、市内はもとよ
り、市外・県外・茨城空港を利
用する来訪者・消費者の皆さん
に喜んで頂けるよう、農業者一
人ひとりの栽培技術を向上させ
るための研修のほか、消費者と

の交流を通した販売やイベントを実施していきます。

道の駅と大学連携
問販売流通対策課（内線 661）

　いよいよ、道の駅のオー
プ ン 日（7 月 21 日 予 定 ）
まで 3 カ月をきり、建設工
事も急ピッチで作業が進ん
でいます。

　道の駅ひたちおおたといばらき地域づくり大学・高
専コンソーシアム（茨城大・茨城キリスト教大・常磐大・
茨城高専）および常陸河川国道事務所の三者で、連携
企画型の学生実習を実施することになりました。今後、

道の駅で販売する新商
品開発や、SNS による
情報発信など、様々な
取り組みを実施してい
きます。

黄門の郷 

もぎたて情報 vol.  2

道の駅フロアガイド ・�ジェラート店　地元産乳を使用したジェラー
ト、スムージーなど
・らーめん店　地元野菜等を使用したらーめん
・�そば店　地元産常陸秋そばを使用したざるそ

ば、けんちんそばなど
・パン店　地元食材等を使ったパンを提供
・�加工所　農産物を使用した惣菜・弁当類の製

造、地元のもち米を使用した餅菓子・おやき
等の製造
・コンビニエンスストア（24 時間営業）

・直売所　新鮮な旬の野菜や加工品、土産品の販売
・レストラン　地元の新鮮な野菜を活かした自然派レストラン



広報ひたちおおた　2016 年 5 月号 常陸太田市役所　72-31119

春友町のお宝マップお披露目と梅を楽しむ催しが３月６日、同町

集会所で開かれ、地元住民やエコミュージアム活動推進委員、学生

ボランティアなど約 30 人が参加しました。この催しは市で取り組む

エコミュージアム活動の一環で、春友町会・お宝さがし実行委員会・

町内の有志団体が主催。同町は毎年、梅の花の見頃に合わせ、餅つき・

繭玉づくり体験や、豚汁・もちピザなどを食べながら、町内の子ど

もからお年寄りまで楽しく交流を図っています。

また、今回はかねてより取り組んできた町内のお宝満載の「春友

町散策マップ」の看板設置とお披露目も行われました。町内の子ど

も達が中心となり、大人の手を借りながらみんなで協力して看板設置を行

いました。同町には、ハイキングコースが整備された「大沢の滝」や、国

の登録文化財となっている「央
なか

橋（通称めがね橋）」などのお宝があり、さ

らには多くの野鳥が訪れることでも有名です。参加者は「多くの方に、こ

のマップを使って春友町の自然や歴史を楽しみながら散策してほしい」と

話しました。

  文化課エコミュージアム推進室　☎72‐3201

地域のお宝散策マップお披露目と旬の梅を楽しむ

ぜひ、魅力いっぱいの春友町に来てください

梅の花に繭玉づくり

お宝満載の「春友町散策マップ」 看板を設置

みんなで餅つきを楽しみました

次回のエコトークは 7月号
　に掲載します。お楽しみに！

か
わ
せ
み
の

こ
ー
た
ん

Q   カワセミはどこで見られますか？
A   里川（田渡堰周辺）、源氏川、山田川などの清流や粟原
      釣り場で午前中に見られるかもしれません。
Q   カワセミの特徴は何ですか？
A    鮮やかな水色の姿が美しく、長いくちばし ( オスは黒色、
      メスは下側のみ赤色 ) と透き通る声で鳴くところでしょうか 。
Q   市の鳥に選ばれたのはなぜだと思いますか？
A   年間を通して見ることができ、きれいな水辺に生息している鳥だからでは
      ないでしょうか

第１回目は、野鳥に詳しい佐藤彰洋さんに僕（市の鳥カワセミ）について
お話を伺いました。

カワセミなどの野鳥は市内に多く生息しています。今後もより多くの人に野
鳥を好きになってもらえるようエコミュージアム活動を続けていきたいです。

今回から、エコミュージアム活動推進委員としてご活躍いただいているメンバーにお話を伺います。
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金砂郷地区
渡部　智穂

里美地区
な  る

　春休みを迎えた「ぐんど児童クラブ」と「かなさごう児童クラブ」の子供達と、新しい仲間（新

1 年生）を歓迎するための『ピニャータ』作りを行いました。ピニャータとは、メキシコのくす玉の

ようなもので、お菓子の入ったピニャータを棒で叩き割って楽しみます。私自身、メキシコに滞在

していた時には、クリスマスや誕生日などのお祝いパーティーでピニャータを楽しみました。

　児童クラブの子供たちは、『ピニャータ割り』を楽しみに、それぞれ個性的

で賑やかなピニャータをたくさん作りました！！

【春休みワークショップ・ウェルカムピニャータ作り】

壁画制作や再生商品開発、パッケージデザイン、イベントへの参加など、市内各地でさまざまな活動をしています。市民の皆さんと関わりながら、芸術に特化

した楽しく深みのある活動をしていきたいと思ってます。アーティストのお問い合わせは、政策企画部少子化・人口減少対策課までお願いします。

　　　　　　　　内線 314・346　fax  0294-72-3002　ホームページ：hitachiota.air.com     FB ページ：facebook.com/air.hitachiota

【民話マップ完成！講演会と原画展開催】

　4 月 10 日（日）市立図書館集会室（2 階）にて銀河ステーション文庫作成「民話マップ発行記念・茨城

民族学会会長　今瀬氏による講演会と原画展」が開催されました。80 名を超える方々に足を運んでいた

だき、大変盛り上がりました。今回、私は金砂郷地区の昔話の挿絵を５つ担当させていただきました。

民話マップを通して金砂郷の新たな発見や沢山の出会いがあり、とても良い機会をいただきました。

ご協力いただいた皆様、ありがとうございました !!　（※民話マップは市立図書館などで無料配布中。）

2013 年 10 月から開始された本事業では、金砂郷・里美の 2 地区に 2 人の
芸術家が滞在し、地域の皆さんと一緒に多岐にわたる活動を展開しています。

講演会と原画展様子民話調査

-
常陸太田市役所　72-3111広報ひたちおおた　2015 年 5 月号 10
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金砂郷地区
渡部　智穂

里美地区
な  る

　春休みを迎えた「ぐんど児童クラブ」と「かなさごう児童クラブ」の子供達と、新しい仲間（新

1 年生）を歓迎するための『ピニャータ』作りを行いました。ピニャータとは、メキシコのくす玉の

ようなもので、お菓子の入ったピニャータを棒で叩き割って楽しみます。私自身、メキシコに滞在

していた時には、クリスマスや誕生日などのお祝いパーティーでピニャータを楽しみました。

　児童クラブの子供たちは、『ピニャータ割り』を楽しみに、それぞれ個性的

で賑やかなピニャータをたくさん作りました！！

【春休みワークショップ・ウェルカムピニャータ作り】

壁画制作や再生商品開発、パッケージデザイン、イベントへの参加など、市内各地でさまざまな活動をしています。市民の皆さんと関わりながら、芸術に特化

した楽しく深みのある活動をしていきたいと思ってます。アーティストのお問い合わせは、政策企画部少子化・人口減少対策課までお願いします。

　　　　　　　　内線 314・346　fax  0294-72-3002　ホームページ：hitachiota.air.com     FB ページ：facebook.com/air.hitachiota

【民話マップ完成！講演会と原画展開催】

　4 月 10 日（日）市立図書館集会室（2 階）にて銀河ステーション文庫作成「民話マップ発行記念・茨城

民族学会会長　今瀬氏による講演会と原画展」が開催されました。80 名を超える方々に足を運んでいた

だき、大変盛り上がりました。今回、私は金砂郷地区の昔話の挿絵を５つ担当させていただきました。

民話マップを通して金砂郷の新たな発見や沢山の出会いがあり、とても良い機会をいただきました。

ご協力いただいた皆様、ありがとうございました !!　（※民話マップは市立図書館などで無料配布中。）

2013 年 10 月から開始された本事業では、金砂郷・里美の 2 地区に 2 人の
芸術家が滞在し、地域の皆さんと一緒に多岐にわたる活動を展開しています。

講演会と原画展様子民話調査
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そ
の
他　

市
営
住
宅
、
社
宅
、
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舎
、
寮

等
の
住
宅
や
親
族
が
所
有
ま
た
は
居
住
す

る
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そ
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他
こ
の
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度
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次
回
は
、「
新
婚
家
庭
引
越
し
費
用

助
成
金
」
に
つ
い
て
紹
介
す
る
よ
！

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
市

で
は
新
婚
家
庭
を
対
象
に
家
賃
助
成
を
し

て
い
ま
す
。
幸
せ
い
っ
ぱ
い
の
新
婚
生
活

を
常
陸
太
田
市
で
始
め
ま
せ
ん
か
。

ま
ず
は
、
対
象
と
な
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
ね
！

地域おこし協力隊がゆく
新隊員を紹介します！

問少子化・人口減少対策課（内線 346）
　地域おこし協力隊ホームページ　hssk-i.com
　地域おこし協力隊フェイスブック  https://www.facebook.com/hokyoryokutai
　田舎暮らしＷＥＢ＠茨城県常陸太田市ホームページ  http://www.hitachiota-no-kyoryokutai.com/

はじめまして！今年度から地域おこし協力隊として配属されました鈴木裕紀と申しま
す。高校を卒業後、かねてより農業に興味があったため、県立農業大学校に進学しました。
そこで農業の栽培基礎やノウハウを学び、その知識を生かしさらに発展できないかと考
え、常陸太田市の地域おこし協力隊に応募させていただきました。今は梨農家さんの元
で研修を受けています。大学では露地野菜を専攻していたので、果樹のことは全く知り
ません。そのため毎日が初めての体験でとても充実しています。まだまだ未熟な私です
が、これから、まい進していきたいと思います。よろしくお願いします！

沖縄県から越してきました地域おこし協力隊の堀口剛と申します。こちらでは寒さに
苦戦しています。出身は福岡県です。

６年前に沖縄に移住し、海の仕事をしていましたが、第２子の出産を機に妻の実家が
ある茨城県に引っ越してきました。このたびご縁をいただき、常陸太田市で農業の勉強
をさせていただけることになり、現在、梨園で修業をしています。師匠の梨に対する熱
い情熱を日々肌で感じ、私も自分の梨園をやりたいと決心しました。農業は全くの未経
験ですが、体を使うということは海の仕事と共通しています。師匠の名に恥じぬよう、
そして常陸太田市に恩返しできるよう、九州の意地で頑張ります。よろしくお願いします。

鈴木裕紀さん

堀口剛さん
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ライフステージの節目には
国民年金の手続きをお忘れなく

●● ●●　国民年金通信　●●●

問保険年金課年金医療係（内線 117・118）

●各種手続き先　　市役所本庁 保険年金課年金医療係／各支所地域振興課市民生活係
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っ
た
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に
な
れ
ば
、
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
厚
生
年
金
・
共
済
年

金
の
加
入
者
を
除
く
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年
金
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務
所
か
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「
国

民
年
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被
保
険
者
加
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送
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す
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。
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金
受
給
資
格
期

間
に
到
達
し
な
い
方
、
ま
た
は
到
達
し
て
い
て

も
満
額
を
受
給
で
き
る
期
間
を
満
た
し
て
い
な

い
方
は
、
65
歳
に
な
る
ま
で
任
意
で
国
民
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
を
請
求
す
る
と
き

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
の
は
原
則
65
歳

か
ら
で
す
。
65
歳
に
な
る
ま
で
に
年
金
を
請
求

す
る
た
め
の
書
類
が
届
き
ま
す
の
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

＊�

申
し
出
に
よ
り
60
歳
か
ら
で
も
年
金
を
受
給
で

き
ま
す
が
、
請
求
す
る
と
き
の
年
齢
に
応
じ
て

年
金
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

不
慮
の
事
故
な
ど
で
重
度
の
障
害
が
残
っ
た

時　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
間
に
か
か
っ
た

病
気
や
ケ
ガ
が
も
と
で
一
定
以
上
の
障
害
が

残
っ
た
場
合
、
納
付
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と

き
は
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
が
亡
く
な
っ
た
時

　
「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
未
支
給
の
年
金
が
あ
る
と
き

は
「
未
支
給
年
金
請
求
書
」
を
併
せ
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
未
支
給
の
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
亡
く
な
っ
た
方
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
た
、
配
偶
者
・
子
・
父
母
・
孫
・

祖
父
母
・
兄
弟
姉
妹
・
そ
の
他
三
親
等
以
内
の

親
族
で
す
。

◇�

持
参
す
る
物
　
年
金
証
書
・
請
求
者
の
口
座
番

号
が
わ
か
る
物
・
印
鑑

　
成
人
、
就
職
、
結
婚
、
定
年
・
・
・
。

人
生
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
で
き
ご
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
し
た
人
生
の
転
機
は
何
か
と

忙
し
い
も
の
で
す
が
、
将
来
受
け
取
る
大

切
な
年
金
の
た
め
に
、
国
民
年
金
の
手
続

き
も
お
忘
れ
な
く
。

●年金に関する問い合わせ先　　水戸北年金事務所 国民年金課 　☎ 029‐231‐2381

※
印
鑑
は
ス
タ
ン
プ
印
を
除
く
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密かに育てられていた長丸（光圀の幼名）は、ある日、屋敷の門前で普通の武家の子のように近所の子と一

緒に遊んでいました。そこへ通りかかったのが、真弓山権現の社僧等覚院天狗坊という人相をよく占うことで

名高い修験僧でした。遊んでいた長丸をしみじみと見て「この子は普通の子とは違う、どうしてこのような所

で遊びおるか」と立ち止まり、お付きの人に不思議そうに言い残し立ち去ったといいます。

三木仁兵衛之次の屋敷跡は水戸駅の水郡線のホーム、柵町踏切、黄門

神社のあたりといわれています。光圀が西山荘に隠居したころは、中御

殿と呼ばれ、藩主時代から光圀も水戸に行った時はよく訪れていまし

た。光圀誕生の際、その屋敷に光圀の母であるお久の方が植えた梅の木を、

光圀が初めて訪れたとき、誕生梅と名付けました。その梅は、座
ざ ろ ん ば い

論梅と

いう 1 つの花から 3 つの実がなるという珍しい梅の木で、現在は水戸徳

川家墓所光圀公（義公）の墓所内に移してあります。

黄門様こと徳川光圀のことについて、正しいと思う場合は○を、違うと思う場合は×を□に記入してく
ださい。（答えはこの広報紙のどこかにあります。）

ゆかり話

問題

真弓神社参道鳥居

西山御殿跡（西山荘）が国の史跡及び名勝に指定されたことを記念し、
黄門様こと徳川光圀に関するクイズやゆかり話を紹介します
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問�文化課（☎ 72 ‐ 3201）

知ってＱ

常陸太田の黄門チャマ

知ってＱ!知ってＱ!
シ　     　ッ　   　テ　  　キュウ

黄門様黄門様
常
陸
太
田
の
黄
門
様
検
定
会

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

Vol.2

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

【
事
例
】

学
習
教
材
の
勧
誘
電
話
が
あ
り
、

自
宅
に
来
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

中
学
１
年
生
の
息
子
と
一
緒
に

説
明
を
受
け
た
ら
息
子
は
や
り
た

い
と
言
っ
た
の
で
、
１
年
分
だ
け

契
約
し
よ
う
と
し
た
ら
、
い
ず
れ

使
用
す
る
も
の
だ
か
ら
、
ま
と
め

て
契
約
し
た
ほ
う
が
割
安
だ
と
言

わ
れ
中
学
３
年
分
を
勧
め
ら
れ
た
。

３
年
分
で
60
万
円
と
高
価
な
の

で
迷
っ
た
が
「
こ
れ
を
や
れ
ば
成

績
が
上
が
る
」
と
説
得
さ
せ
ら
れ

た
の
で
、
思
い
切
っ
て
ク
レ
ジ
ッ

ト
払
い
で
契
約
し
た
。
し
か
し
息

子
は
、
使
い
始
め
て
す
ぐ
に
教
材

を
使
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
解
約
し
た
い
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

学
習
教
材
は
実
際
に
使
っ
て
み

な
い
と
そ
の
子
に
合
っ
て
い
る
か

な
ど
分
か
り
ま
せ
ん
。
一
度
に
大

量
で
高
額
な
契
約
を
結
ぶ
の
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

「
特
典
が
付
く
」「
成
績
が
上
が

る
」
な
ど
と
契
約
を
迫
ら
れ
て
も
、

そ
の
場
で
契
約
せ
ず
、
慎
重
に
検

討
し
ま
し
ょ
う
。
契
約
書
を
よ
く

読
み
、
解
約
な
ど
の
条
件
に
つ
い

て
も
よ
く
確
認
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

解
約
し
た
い
場
合
、
ト
ラ
ブ
ル

に
な
っ
た
場
合
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問�

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市

民
協
働
推
進
課
内
☎
70
‐

１
３
２
２
）

大
量
・
高
額
な
学
習
教
材
の
契
約
は
慎
重
に

チャレンジデー2016　VS鳴門市（徳島県）　5月25日�水　�午前0時～午後9時
市では「誰もが健康で暮らせるまち」を目指し、「健康スポーツチャレンジデー」を実施します。市民全員の参加を目

指すため、個人・家族・グループ・職場・学校などでそれぞれ取り組み、楽しんで身体を動かしましょう !

答えは　〇

４歳の時、水戸藩の家臣三
み き

木仁
に へ え

兵衛之
ゆきつぐ

次の屋敷で育てられていましたが、通りかかった修験僧に普
通の子ではないと見抜かれた。
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予算現額
支出済額

歳　出

民生費 

総務費 

公債費 

土木費

教育費 

災害
復旧費

その他 

0 20億 40億 60億 80億 100億

19億320万6千円

（93.6％）

（54.8％）

69億524万4千円
64億6,127万円

46億6,343万8千円
25億5,675万2千円

（73.2％）
25億9,983万4千円

27億2,394万4千円
27億2,383万3千円

（84.3％）30億491万3千円

2,076万3千円
65万円

（84.2％）

35億6,416万6千円

39億4,070万2千円
46億8,122万円

（3.1％）

（100.0％）

0 20億 40億 60億 80億 100億 

地方 
交付税 

市税 

国県 
支出金 

市債 

諸収入 

使用料 
および 
手数料 

その他 

予算現額
収入済額

歳　入 
繰越金 

（100.0％）（100.0％）

（100.4％）

52億2,027万3千円

（100.0％）
8億686万6千円
8億686万7千円

（95.1％）

（100.1％）

（24.1％）

99 8,566 399億8,566万3千円
99 8,566 399億8,566万3千円

53億2,889万円

5億6,516万7千円
5億3,769万6千円
4億7,805万4千円
4億7,845万1千円

17億9,215万3千円
17億9,949万3千円

42億3,793万3千円
27億2,040万7千円

20億7,250万円
4億9,980万円

（102.1％）

（64.2％）

　

財
政
収
支
状
況

市
で
は
地
方
自
治
法
お
よ
び
市
条
例
に
基
づ
き
、
財
政
運
営
状
況
を
年
２
回
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
平
成
28
年
３
月
31
日
現
在
の
財
政
収
支
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
財
政
課
（
内
線
３
１
8
）

平成 　　年度
251億5,860万9 千円

　　　　　　221 億 5,726 万 7 千円［収入率 88.1%］収入済額　　

一般会計
予 算 額

支出済額   205 億 9,132 万 6 千円［支出率 81.8%］

27
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特別会計
予  算  額

■市債の借入金残高
区　　分 借入金残高

一 般 会 計

臨 時 財 政 対 策 債 73 億 3,804 万 3 千円

過 疎 対 策 事 業 債 29 億 8,896 万 4 千円

衛 生 債   2 億 2,509 万 1 千円

土 木 債 15 億 6,081 万 7 千円

教 育 債 15 億 780 万円

そ の 他 57 億 6,564 万 4 千円

小　計 193 億 8,635 万 9 千円

下 水 道 事 業 64 億 7,133 万 8 千円

農 業 集 落 排 水 事 業 23 億 1,800 万 7 千円

簡 易 水 道 事 業 8 億 5,930 万 3 千円

戸別合併処理浄化槽設置整備事業 4 億 9,615 万 4 千円

水 道 事 業 62 億 2,514 万 4 千円

工 業 用 水 道 事 業 4,453 万円

合　　計 358 億 83 万 5 千円

区　　分 予算額 収入済額 支出済額 収入率 支出率
国民健康保険 73 億 3,614 万 4 千円 64 億 9,273 万 7 千円 63 億 8,631 万 4 千円 88.5% 87.1%
後期高齢者医療 6 億 3,355 万 2 千円 6 億 1,640 万 1 千円 6 億 412 万 3 千円 97.3% 95.4%
介護保険 54 億 5,977 万 1 千円 53 億 4,674 万 3 千円 49 億 1,938 万 5 千円 97.9% 90.1%
下水道事業 12 億 8,493 万 6 千円 10 億 8,272 万 6 千円 12 億 1,118 万 7 千円 84.3% 94.3%
農業集落排水事業 3 億 5,713 万 7 千円 3 億 5,379 万 9 千円 3 億 258 万 4 千円 99.1% 84.7%
戸別合併処理浄化槽設置整備事業 1 億 10 万 1 千円 5,550 万円 8,216 万 4 千円 55.4% 82.1%
簡易水道事業 2 億 8,038 万 3 千円 2 億 3,275 万 4 千円 2 億 5,244 万 2 千円 83.0% 90.0%
小里財産区会計 2,073 万 5 千円 2,195 万 7 千円 720 万 1 千円 105.9% 34.7%

154億7,275万9千円

■市有財産
区　分 面積・金額

歳計現金（現金・預金） 19 億 8,801 万 7 千円

各種基金（各種積立金） 156 億 9,143 万 7 千円

有 価 証 券 5,655 万 9 千円

土 地 ・ 山 林 6,697,130 ㎡

建 物 268,262 ㎡

※ この執行状況は決算額ではありません。
平成 27 年度の決算額は、5 月 31 日ま
での出納整理期間を経た後、まとまり
ます。

■市税の内訳
［市　民　税］ 　25 億 6,769 万円  （48.2%）
［固定資産税］ 　21 億 7,605 万 6 千円  （40.8%）
［市たばこ税］　   2 億 8,438 万 9 千円  （5.3%）

［都市計画税］                      1 億 3,852 万円  （2.6%）
［軽自動車税］ 　　　1 億 4,147 万 3 千円  （2.7%）
［そ　の　他］    　　  　　2,076 万 2 千円 （0.4%）

　　　　　　142 億 261 万 7 千円［収入率 91.8%］

　　　    137 億 6,540 万円［支出率 89.0%］

収入済額　　

支出済額　　

合計　53億2,889万円 ( ) 内は市税に占める割合
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本
市
は
、
第
５
次
総
合
計
画
基
本
構
想
に
お
い
て
、

「
快
適
空
間
～
自
然
・
歴
史
を
活
か
し　

人
・
地
域
が

か
が
や
く
協
働
の
ま
ち
～
」
を
将
来
像
に
掲
げ
、「
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
「
地
域
資
源
を
磨
き
活
用

す
る
ま
ち
づ
く
り
（
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
）」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

１
市
１
町
２
村
の
合
併
に
よ
り
新
生
「
常
陸
太
田
市
」

が
誕
生
し
て
10
年
が
経
過
し
、
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展

と
一
体
感
の
醸
成
が
進
む
一
方
、
少
子
高
齢
化
や
地
球

規
模
で
深
刻
化
す
る
環
境
問
題
な
ど
、
多
く
の
課
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
市
を
取
り
巻
く
今
日
の
状
況
・
課
題
を

把
握
し
、
引
き
続
き
持
続
可
能
で
自
立
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
た
め
、
今
後
10
年
間
（
平
成
29
～
38
年
度
）

の
行
政
運
営
の
基
本
方
針
と
し
て
「
第
６
次
総
合
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。

問
企
画
課
企
画
係
（
内
線
３
１
１
・
３
１
２
）

常
陸
太
田
市
第
６
次
総
合
計
画
策
定
に
向
け
て

総
合
計
画
と
は

　

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、

こ
れ
を
実
現
す
る
施
策
を
具
体
的
に
示
し
た
計
画
で

す
。
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、
実
施
計
画
の
３
つ
で

構
成
さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
市
民
と
行
政
の
指

針
と
な
る
も
の
で
す
。

総
合
計
画
の
役
割

◆ 

市
民
と
行
政
が
望
ま
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
協
調
し

て
進
め
て
い
く
た
め
の
共
通
の
「
目
標
」
と
し
て

の
役
割
が
あ
り
ま
す
。 

◆ 

「
施
策
指
標
」
等
を
定
め
、
計
画
の
推
進
状
況
を

管
理
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

常
陸
太
田
市
第
６
次
総
合
計
画
策
定
に
向
け
て基本構想

実施計画

基本計画

本市が目指す将来像とまちづくりの基本姿勢を示し、
それらを実現するために必要な施策の方向を明らかに
するものです。

基本計画に掲げる施策を、効果的に実施する
ための具体的な施策や事業を示すものです。
3ヵ年の計画とし、毎年度見直しをします。

基本構想で定められた施策の方向を実現するための基
本的な計画と施策を、総合的・体系的に示すものです。
【期間】��前期：平成 29～ 33年度
　　　��後期：平成 34～ 38年度

（長期ビジョン）

（中期ビジョン）
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【
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
概
要
】

　

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
把
握
す
る
た
め
、

平
成
27
年
度
に
、
18
歳
以
上
の
市
民
お
よ
び
将
来
の
常

陸
太
田
市
を
担
う
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象
に
、
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

生活環境の整ったまち

文化の香るまち

農林業の盛んなまち

歴史と伝統のあるまち

教育環境の整ったまち

自然の豊かなまち

商工業の盛んなまち

医療・福祉の充実したまち

無回答

その他

観光のまち

生活環境の整ったまち

文化の香るまち

農林業の盛んなまち

歴史と伝統のあるまち

教育環境の整ったまち

自然の豊かなまち

商工業の盛んなまち

医療・福祉の充実したまち

無回答

その他

観光のまち

少子化・人口減少対策

自然環境の保護・保全

居住環境の向上

観光の振興

商業の振興

道路・交通網の整備

医療・福祉の整備

企業誘致、就労支援

無回答

その他

公共交通機関の整備

交流人口の拡大

駅前広場等の整備

農林業の振興

学校教育の充実

○
今
後
ど
ん
な
ま
ち
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
か

　

一
般
で
は
、「
生
活
環
境
の
整
っ
た
ま
ち
」（
25
・
７
％
）

と
「
医
療
・
福
祉
の
充
実
し
た
ま
ち
」（
24
・
９
％
）

が
多
く
、次
い
で「
商
工
業
の
盛
ん
な
ま
ち
」（
12
・
５
％
）

　○重点的に推進するべきものは何だと思いますか
　

こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
、
今
後
実
施
し
て
い

く
総
合
計
画
審
議
会
（
4
～
10
月
開
催
予
定
）、
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
（
4
～
8
月
開
催
予
定
）、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
（
10
月
予
定
）
で
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
も
と
に
、
第
６
次
総
合
計
画
を
策
定

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　○今後どんなまちになればいいと思いますか

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
高
生
で
は
、「
生
活
環
境
の
整
っ
た
ま
ち
」（
26
％
）

が
最
も
多
く
、次
い
で「
観
光
の
ま
ち
」（
16
・
５
％
）、「
自

然
の
豊
か
な
ま
ち
」（
10
・
９
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○�

重
点
的
に
推
進
す
る
べ
き
も
の
は
何
だ
と
思
い
ま
す

か

　
「
少
子
化
・
人
口
減
少
対
策
」（
61
・
３
％
）
が
最
も

多
く
、
次
い
で
「
企
業
誘
致
、
就
労
支
援
」（
50
・
６
％
）、

「
医
療
・
福
祉
の
整
備
」（
36
・
２
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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✿
Information

■情報公開の実施状況（情報任意的公開申出を含む）

実施機関 請求
件数

左の処理状況
公開
件数

一部公開
件　数

非公開
件　数

市　長 38 21 12 5

教育委員会 2 0 2 0

監査委員 4 0 0 4

消防長 3 2 1 0

議会 1 1 0 0

■個人情報保護の運用状況
・個人情報取扱事務の届出件数　506 件
・個人情報に係る開示請求の状況

実施機関 請求
件数

左の処理状況
開示
承諾

一部開示
一部承諾

非開示
拒　否

市　長 1 0 1 0

平成27年度 情報公開・個人情報保護の状況
平成 27 年度の市情報公開の実施状況および市個人情報保護の運用状況について、次のとおり公表します。

問情報政策課情報化推進係（内線 305）

温
か
い
ご
支
援
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○ 

Ｊ
Ａ
常
陸　

様
＝
市
内
小
学
校

新
１
年
生
へ
交
通
安
全
帽
子

○ 

常
陽
銀
行
太
田
支
店　

様
＝
市

内
小
学
校
新
１
年
生
へ
防
犯
ブ

ザ
ー

○ 

太
田
警
察
署
、
太
田
地
区
交
通

安
全
協
会　

様
＝
市
内
中
学
校

新
１
年
生
へ
反
射
材
ス
ト
ラ
ッ

プ
、
市
内
小
学
校
新
１
年
生
へ

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
、
安
全
傘

○ 

い
ば
ら
き
コ
ー
プ
生
活
協
同
組

合
常
陸
太
田
セ
ン
タ
ー　

様
＝

市
内
小
学
校
新
１
年
生
へ
ラ
ン

ド
セ
ル
カ
バ
ー

ＪＡ常陸副組合長から
交通安全帽子が贈られ
た

太田警察署長（右端
〈当時〉）と太田地区

交通安全協会長（左
端）から反射材スト
ラップが贈られた

◇ 
善
意
あ
り
が
と
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

稲田昌孝氏
（西三町）

常陽銀行太田支店長か
ら防犯ブザーが贈られ
た

いばらきコープ生活協
同 組 合 常 陸 太 田 セ ン
ターの皆さんからラン
ドセルカバーが贈られ
た

【日本赤十字社茨城県支部】
◇郵便振替（ゆうちょ銀行・郵便局）の場合
○口座記号番号　00130-4-265072
○口座加入者名　日赤平成 28 年熊本地震災害義援金
 ※ 窓口での振り込みは、振込手数料を免除されます。受

領証を希望する場合は、振替用紙の通信欄に「受領証
希望」と明記の上、氏名、住所、電話番号を記載して
ください。

◇�銀行振り込みの場合　日本赤十字社のホームページ
（http://www.jrc.or.jp/contribute/help/28/）にて登

録の上、お振り込みください。

平成28年熊本地震災害義援金の受付
　社会福祉課（市役所本庁1階）では、熊本地震災害の義援金を受け付けています。お預かりした義援金は、災
害義援金配分委員会を通じて全額が被災者へ配分されます。受付期間はともに平成28年6月30日木までです。
なお、義援金は下記の方法でも受け付けています。＊この義援金は寄附金控除の対象となります。

市教育委員会委員
（H28.4.1 就任）

○ 

武
子
早
苗　

様
（
長
谷
町
）

5
万
円
〔
市
政
の
た
め
〕

○ 

匿
名
の
方
（
上
土
木
内
町
）　

4
万
円
〔
社
会
福
祉
事
業
の
た

め
〕

【県共同募金会】
◇ 銀行振り込み　指定の金融機関へ振り込んでくださ

い。
　○�口座名義（共通）　（福）茨城県共同募金会　熊本

地震義援金
　○常陽銀行　本店　普通預金　3751704
　○筑波銀行　県庁支店　普通預金　1141536
※ 税制上の優遇措置を希望する場合は、「領収書発行依頼

書」をご送付してください。後日、領収書を送付します。

◇窓口受付　市社会福祉協議会でも受け付けています。
申��問（福）県共同募金会（〒310-0851　水戸市千波町

1918茨城県総合福祉会館内　☎029-241-1037）
問 日本赤十字社茨城県支部常陸太田市地区（社会福

祉課内☎内線 142）
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まちの話題 my�town�news�

イＫＯＢＡ式体幹★バランス～コバトレ

ンナーマッスルでバランスよく
3 月 12 日、水府総合センターで、プロトレーナー

の木場克己氏を講師に、「ＫＯＢＡ式体幹★バランス
～コバトレ講座」（市体育協会主催）が行われました。

①柔軟性②安定性③バランス④連動性の能力を上
げることで体を変えていくというこの講座では、イ
ンナーマッスルの鍛え方と必要性について分かりや
すく説明を受け、そのあと実技を行いました。

このトレーニングは、アスリートのけが予防のほ
かにも、ポッコリおなかや腰のくびれ、老化防止な
どにも効果があるとのことでした。

天神林町会（土田惣一町会長）では、3 月から毎
週水曜日に天神林集落センターでラジオ体操を実施。
楽しく交流しながら、運動する習慣を身につけられ
るように取り組んでいます。

参加者からは、「ラジオ体操を始めてから、杖なし
で歩けるようになった」「足をしっかりあげて歩ける
ようになった」などの声が聞けました。

町会でラジオ体操

康で明るく健

木場克己氏

情河内の自然風景・行灯の赤レンガと銀杏まつり

緒あふれる写真がいっぱい
4 月 3 日から 10 日まで、登録有形文化財「旧町屋

変電所」で、河内の自然風景・行灯の赤レンガと銀
杏まつりフォトコンテスト写真展（河内の文化遺産
を守る会）が開催されました。会場には、作年の秋
に開催されたまつりの様子や、美しい河内の自然風
景を収めた感動の力作がそろい来場者の目を楽しま
せていました。

3 月 28 日、常陸太田・常陸大宮市の両市長などが
出席し、宮の郷工業団地連絡協議会の設立総会が開
催されました。この協議会は、常陸大宮市と当市に
またがる団地の企業など 15 社すべてが加入。会長は
県森林組合連合会代表理事専務の楡井さんが務め工
業団地の円滑な自主管理と福祉への貢献などを目的
としています。

宮の郷工業団地連絡会

会貢献のために社�

役員紹介 会場いっぱいの参加者

会場には力作がそろった 桜が咲き誇るなか開催

実技を交えてわかりや
すく説明が行われた トレーニングを実践 金砂郷小には、「世界に一つだけの花」

という題名の名古屋帯を使った手芸品が
飾ってあります。作ったのは、小野瀬美
佐子さん（竹合町）で、卒業式や入学式
などの節目に吊るし雛やひょうたんラン
プなどを飾り付けています。
小野瀬さんは、「小学校には
家族でお世話になった」「子
どもたちの喜ぶ顔を見ると嬉
しい」などと語っていました。

いろいろな手芸品で飾り付け

童をお祝い児�

名古屋帯を
使った飾り

満開の桜の中でのラジオ体操自分のペースに合わせて運動

小野瀬さん
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北の出城 西の城 東の城

南の出城

お稲荷様①

子育て地蔵②

佐竹北家の墓③

鹿島神社④

堀切・本城跡⑥

テレビ塔・物見台⑤

スタート・ゴール
久米ふるさとコミュニティセンター
「なごみ」
久米ふるさとコミュニティセンター
「なごみ」

スタート・ゴール

至  玉造町

至  薬谷町

久米町

根古屋

馬力神

山の神

報恩の碑

如意輪観音

正念寺

三界万霊塔

常光院

Ｎ

久米城の城主であった佐竹義信
等 6 基の墓がある

佐竹氏とゆかりのある
角館のシダレザクラ

鹿島神社

佐竹北家の墓

見晴らしがよく、遠くの里美の風力
発電の風車も見える ( 標高 104.3M)

安産や子育てを祈願する如意輪
観音と地蔵菩薩が並んでいる

祭礼は春と秋の 2 回で祭礼
の時は赤いのぼりを立てる

子育て地蔵

久米城の二の曲
く る わ

輪 部分に位置する

テレビ塔・物見台

　今回は、久米ふるさとコミュニティセンター「なごみ」に車を停めて久米町をひと回りします。久米町では地域
の方の手で久米城跡が本格的に整備されています。久米城は標高 100m程度で、3つの峰にまたがり谷が入り組
んでいて、高さの割には要害堅固なお城です。アプローチするには鹿島神社参道から登るのがよいでしょう。参道
を登っていくと堀状の通路を通り、本城や堀切など多くの遺構がみられます。テレビ中継塔の先にある物見台から

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見どころをお伝えしながら、地元
の身近なウォーキングコースを紹介していきます。意外と知られていない
名所や素晴らしい自然を巡りながら、皆さんも歩いてみませんか。

ひたちおおた
て　て　ウォークく　   く �

  
文化課エコミュージアム推進室（☎72‐3201）

堀切は尾根つたいの侵入
を防ぐため掘られた。東
の城が久米城の中心地で
本城といわれている

今回参加した
地元のみなさん

シュンラン

マムシグサ

堀切・本城跡

②

③

①

⑤�

⑥④�

距離：約3.5km   所要時間：約2時間30分  距離：約3.5km   所要時間：約2時間30分  

お稲荷様

の景観も素晴らしく、久米城を散策していると武将気分を味わうことが出来ま
す。皆さんも久米町の歴史に触れながらゆっくりと歩いてみてはいかがですか。
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No.14平成 28 年 5 月号スポーツに親し

む団体等を紹介 オオタスポーツオオタスポーツ

※随時団員を募集中です。まずは体験から !お気軽にお問い合わせください。

金砂郷クラブ（バスケットボール）

　所属する 3 名の公認コーチが正しい技術を教えていま
す。勝敗にこだわらず、子供たちがバスケを楽しむこと
を第一に考えています。 練習や試合で頑張ることで技
術が上達し、少しでも自分に対して自信を付けてもらえ
れば、それがその子にとっての財産になると考えていま
す。5 人対 5 人という少人数でプレーをするので、出て
いる全員が活躍出来るところが魅力です。一度バスケの
魅力にとりつかれてしまうと、離れられなくなりますよ
♪ぜひ一度バスケを体験してみて下さい！

+プラス
グッジョブグッジョブ
常陸太田で働く若者
　　　　　・起業家等を紹介

vol.2

常陸太田市役所　72-3111広報ひたちおおた　2016 年 5 月号 21

鈴 木 克 昌 さん（田渡町）

 問商工振興・企業誘致課（内線 622）

機械・器具設置からプラント建設工事、オリジナル防雷シェルターまで幅広
い商品を取り扱っています。

営業担当として受注から納品まで行っていますが、実際に製品を製作すると
きもあります。プラント工事は主にセメント工場やバイオマス発電所などで、
納品先によって規格はさまざま。一つひとつが専用品です。納品してから、無
事に稼働テストが終了するときにやりがいを実感します。製造するのに必要な
道具は数多くあり、最初は覚えるのも大変でした。またそれらの道具を使用す
るための資格も 30 種類くらいあります。溶接などの危険業務もありますので、
火の取り扱いには特に注意を払っています。もちろん事故などにつながらない
ように、普段から 5 Ｓなどにも心がけています。

今後の目標としては、納品した設備が故障した際に幅広い対応をより良くで
きるようにすることです。多種にわたる設備ですが、より相手先の要望にすぐ
に応えられるようにがんばります。

顧客対応力向上を目指して�

鈴木鉄工株式会社
住　所　田渡町 37番地
従業員　15人
電話番号　74‐4025
創業　昭和 43年

Team Data

☆団員数　小学 1 年生～高校生までの男女 57 人
☆設立年　平成 19 年
☆練習日時
 　【ミニバス】 
　　○木曜日　17：30 ～ 20:00
　　○土曜日　9:00 ～ 12:00
 　【一般部】※中学生以上
　　○土曜日　19:00 ～ 20:00　
☆練習場所　
　【ミニバス】 　郡戸小体育館
　【一般部】金砂郷中体育館
☆問い合わせ　代表  平塚　修士　
　　　　　　　☎ 090 ‐ 9367 ‐ 5034
　　　　　　 メール s.m.a.k.r‐h@ezweb.ne.jp



今月は「愛保育園」で～す

5 月で１歳です！
元気に
すくすく

こいのぼりみたい
に元気にたくまし
くなってね！

ぞう組（年長さん）

こいのぼり

お子さんの満１歳の記念に写真を
掲載してみませんか。

掲載希望の方は、下記の申込フォー
ムからお申込みください。写真を
添えて、窓口または郵送でお申し
込みいただくことも可能です。

表紙に
よせて

常陸秋そばの産地で知られる赤土町では、そば作りの肥料としてクリムソンクローバー（ストロベリーキャンドル）を
植えていて 5 月下旬に見ごろを迎えます。青空・新緑・クリムゾンクローバーが奏でる 3 色の風景を楽しんでみませんか。

発行　常陸太田市／編集　情報政策課
〒 313-8611　常陸太田市金井町 3690
＊広報ひたちおおたは、市のホームページでもご覧になれます　URL  http://www.city.hitachiota.ibaraki.jp/

坂下陽
は る く

空くん
5 月 19 日（幡町）

舛田海
かいせい

成くん
5 月５日（天神林町）

皆川滉
こうせい

正くん
5 月 16 日（天神林町）

齋藤煌
こ う き

来くん
5 月３日（島町）

岩間千
ち え

恵ちゃん
5 月 27 日（山下町）

佐藤蒼
あ お と

斗くん
5 月６日（天神林町）

舘想
そ う た

太くん
5 月 12 日（栄町）

前澤結
ゆ い と

斗くん
5 月 2 日（西三町）

◇ 対象　市内に住所を有する平成 27 年 7 月生まれのお子さん（7 月号掲載分）
 ◇応募締切　6 月 10 日金
 ◇ 必要事項　お子さんの氏名（ふりがな）・性別・生年月日・住所、応募者（保護者）の氏名・電話番号
◇申込フォーム　 市のホームページの「市政」→ 「広報・広聴」→「はじめての誕生日申し込み」または

携帯電話などのバーコードリーダーで、右のＱＲコードを読み取ってお申し込みください。
◇ その他　応募された写真は返却しませんのでご了承ください。
申��問情報政策課広報広聴係（〒 313-8611 常陸太田市金井町 3690 ／メールアドレス　joho2@city.hitachiota.
　lg.jp ／内線 303・304）　


